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新 校 舎 が 完成しました
白滝小学校~

昨
年
二
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
白
滝

小
学
校
の
新
校
舎
が
、
総
事
業
費
五
億
六
千
八
百

十
八
万
七
千
円
で、

一
月
三
十

一
日
に
完
成
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
旧
校
舎
の
老

朽
化
に
伴
い
、
児
童
の
安
全
確
保
と
教
育
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
校
舎
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

完
全
学
校
週
五
日
制
の
も
と
、
二
十

一
世
紀
に
生

き
る
児
童
生
徒
た
ち
が
身
に
つ
け
る
「
生
き
る
力
」

の
核
と
な
る
、
豊
か
な
人
間
性

(心
)
を
育
て
る

教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
特
色
あ
る
学
校
と
し

て
、
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
、
多
目
的
教
室
な
ど
の
近

代
的
な
施
設
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

授
業
に
便
利
な
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下

一

階
地
上
三
階
建
て
、
延
べ
面
積
二
、
四
五
三

・
O

八
2

m

で
っ
ち
地
下
駐
車
場
三
五
=
一

・九
一
一2
m
)

で、

各
暗
の
内
訳
は
、
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

，..、，;

階 内 訳

普通教室、コンビュータ

3階 室、理科室、音楽室、児

童会室など
I也

普通教室、図工室、家庭

2階 科室、図書室、放送室、

上
教育相談室

校長室、職員室、保健室、

1階 普通教室、多目的教室な

ど
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地下 1階 駐車場



楽
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

一

長

議

輔

生

謹

窃

審
蒔
づ
く
時
推
進
設
会

O
佳
作
日
野
ひ
と
み
(
同
三
年
)

O
佳
作
大
石
瑞
江
(
同
二
年
)

O
佳

作

亀

井

綾

(

同

二

年

)

賀直軍軍置皐

一
月
三
十
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル
で
、
第
一
回
長
浜
町
生
涯

学
習
の
ま
ち
ミ
つ
く
り
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者
や
各
種

団
体
の
代
表
者
ら
約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、
生
涯

学
習
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
も
ち
、
共
に
学
び
合
い
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
、
明
る
く
思
い
や
り
の
あ
る
「
長
浜
づ
〈
り
」
を
め
ざ
そ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

長浜少年少女合唱団によるコーラス

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

長
浜
小
学
校
少
年
少
女
合
唱
団
の
、

さ
わ
や
か
な
コ
ー
ラ
ス
で
幕
を
聞
け
ま

し
た
。

ム一品

式

開開
会
式
で
は
、
長
浜
町
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

と
「
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
」
の
入
選
者
及

び
、
公
民
館
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(
P
U
に
関
連
記
事
)

5
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
〈
り

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
圃

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入
選
者
5

(
敬
称
略
)

〔
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〕

O
最
優
秀
賞

生
き
が
い
を
活
か
し
て
明
る
い
町
つ
ぐ

り

金

橋

通

朝

(

長

浜

)

O
佳
作
清
水
禎
子
(
白
滝
)

O
佳
作
木
村
喜
久
男
(
長
浜
)

O
佳
作
二
宵
光
子
(
長
浜
)

一
ン
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
]

O
最
優
秀
賞

水
泳
、
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
、
鉛
筆
、
絵
の

具
、
ピ
ア
ノ
を
書
い
て
、
生
涯
学
科
の
ス

ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
学
習
な
ど
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
表
現
し
ま
し
た
。

上
田
久
美
子
(
長
浜
中
三
年
)

ま
ち
づ
〈
り
シ
ン
ポ

「
楽
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
l
マ
に
、
元
南
海
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
宇
都
官
民
さ
ん
の
コ

1
デ
ィ
ネ
i

ト
に
よ
り
、
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
ま
ち

づ
く
り
の
実
践
発
表
や
提
言
を
行
い
ま

し
た
。
、
王
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

渡
謹
正
二
さ
ん

(
由
漕

7
口
ン
テ
ィ
ア
会
)

C
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
し
ゃ
も

じ
絵
、
人
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
白

滝
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
会
の
実
践
発
表

O
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
て
情
報

の
受
発
信
を

O
考
え
方
を
変
え
て
幸
せ

に
生
き
よ
う
・
・
・
な
ど
。

小
山
満
里
子
さ
ん(

商
工
会
婦
人
部
)

O
花
づ
く
り
運
動
の
実
践
発
表

O
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
継
続
で
き
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
守
つ
く
り
を

O

米
の
と
ぎ
汁
E
M
発
酵
液
で
環
境
浄
化

を

O
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
地
球
を
残

そ
う
・
・
・
な
ど
。

木
村
喜
久
男
さ
ん

(
肱
川
あ
ら
し
に
摺
れ
た
男
)

O
こ
れ
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、

肱
川
あ
ら
し
に
魅
せ
ら
れ
た
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
の
活
動
状
況
を
発
表

O
カ
メ

ラ
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
長
浜
の

P
R
を

続
け
た
い

O
小
さ
な
事
で
も
長
浜
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
が
大
切
・
・
・
な
ど
。

関
崎
直
司
さ
ん

有意義な提言がなされたまちづくりシンポ

景
な
ど
、
白
分
で
撮
影
し
た
写
真
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
。
自
分
の
日
で
ふ
る
さ

と
を
見
つ
め
直
そ
う

O
自
分
た
ち
の
町

は
憩
え
る
所
か

O
地
域
と
行
政
が
支
え

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
・
:
な
ど
。

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

瀬
戸
海
幸
さ
ん
(
本
名
山
本
久
幸
さ

ん
・
豊
茂
)
の
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ト
ー

ク
を
交
え
た
マ
ジ
ッ
ク
芸
で
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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地域で、支え合っ

て、遠慮なく

戸がかけられ i

る社会づくり t
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に、米場者は i
うなずきなが!

ら熱心にヰを i
1ls(けていまし i

講演を行う西川さんた。 I
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E
J
同
題
が
多
く
な
っ
て
い
よ
す
。

一
主
劉
と
ほ
、
大
人
の
人
が
よ
く
使
つ

一
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
子
ど
も
走
の

一
巾
で
差
別
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
今
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
「
い
じ

一
め
」
マ
す
c

一
「
い
じ
め
」
は
学
校
で
、
“
は
や
っ

一
て
"
い
ま
す
。
こ
の
「
い
じ
め
」
は
、

一
“
は
や
っ
て
"
は
い
け
公
い
も
の
な

一
の
で
す
が
、
何
故
か
、
学
校
で
、
起

一
き
て
い
る
の
で
す
。

実
は
、
私
も
学
校
で
い
じ
め
に
あ
っ

一
た
こ
L
一
が
あ
り
ま
寸
。
そ
の
}
ど
き
の

一
こ
と
を
今
思
う
と
、
す
ご
く
情
け
な

一
い
で
す
。

一
誌
が
い
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
小
学

E

ゴ
A
l
校
の
中
川
上
年
の
頃
で
し
た
。
い

一
じ
め
ら
れ
て
い
た
と
き
の
気
持
ち
は

一
す
ご
〈
い
や
で
し
た
c

い
や
と
い
う

一
よ
り
も
、
今
一

U
一
日
が
地
獄
で
し
た
。

一
私
に
と
っ
て
、
学
校
と
い
う
所
が
一

一
番
嫌
な
場
所
で
し
た
。

ど「はくそ久一め小 悩のかいる十11: 同ての---. Iご私私私
うどこなれ の の 学 私 ん か 、 石の界じも言腐 c をがに J、Ĵ'
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シ
」
め
ん
っ
て
言
、
っ
一
言
葉
は
ね
、
な

か
な
か
一
言
え
な
い
ん
だ
よ
c

あ
り

が
と
う
は
簡
市
に
ず
マ
ん
る
け
ど
、

ご
め
ん
ね
は
、
す
ご
く
勇
気
の
い

る
一
戸
葉
だ
よ
そ
の
子
は
え
人
い
ね
、
」

私
は
、
母
の
一
一
百
葉
で
、
「
ゴ
メ
ン
」

と
い
、
つ
一
一
一
円
が
ど
ん
な
に
大
切
な

も
の
な
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
一

言
に
気
持
ち
が
ど
ん
な
に
こ
も
っ

て
い
る
か
、
そ
の
時
初
め
て
分
か

り
ま
し
た
。

小
学
伎
の
時
い
じ
め
ら
れ
、
被

害
者
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
い
な

が
ら
、
中
苧
二
年
の
時
同
じ
ク
ラ

ス
の
女
の
子
を
賄
っ
て
い
と
私
が

す
ご
く
い
や
で
し
た
。

B
'
の
経
験
か
ら
、
私
は
、
い
じ

、
一
」
め
る
人
の
立
場
そ
し
て
、
い

じ
め
ら
れ
る
立
場
一
一
つ
一
の
気
持
ち

が
、
分
か
り
ま
し
た
。
今
、
私
ほ
、

明
る
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
だ

れ
に
対
し
て
も
優
し
い
人
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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c.... 7'轟錦 暗 記 鵠 し亀

2量暴露謬開審し韓
7種分別と有料収集カf始まって、

早くも 1年が過ぎました。この問、

新 しい収集方法に対してさまざま

なご叱責や励ましの言葉をいただ

き、これら多くのご意見を参考と

してごみ収集に取り組んだ結呆、

前午に比べると 3割近〈のごみが

減少しました。これは、ごみとし

て処分しなければならない量が減

り 、リサイクルが進んでいること

を 示しています。でも、これには

違 法に処分したり、不法に投棄さ

れたごみも減量分として含まれて

いるのではないでしょうか。

これからのごみ処理では、環境

イ呆護のためにf故底してリサイクル

することが求められていますの単

に、処分に困るから焼却したり、

埋立処分することは許されません。

私 たちが、分別やごみ出しのルー

ルが面倒くさいからと言って、気

ままにごみを処理したのでは、環

境 を 汚 染 す る だけでなく地球資源

の枯渇といった問題が起こってき

ます。

正しく分別すること。ごみ出し

の ルールを守ること。これだけで

も、処分されるこみの多くがリサ

;差山義で紅双野菜石二山山広山ほ 市秋訓|も 幡 秋
:し市貝IJ~葉海正し善・市市見市ほ-~の市み-浜町lI""""'l
)・青の町晴(苧御~~町一)え入 日)じ特市の推

!中日松野 中 ) 大字詰 2童話守士造 語 長選)主義
手11~ま(輪道柚- ;台 - 大-
島秋り戒~~ノ 信曽 久
市の(能野域本 良 我 保
~I湯佐牧本行秀 ・ 久 :重
秋射々夫亭隆男 新 男 義
の(木・・行・ 居
U 猪賢松松・松 浜 大 八

規却炉を設置している

事業者の皆さんへ
昨今の廃棄物処現については、

埋立処分場の全面的な不足や焼却

によるダイオキシン発生の問題等、

マスコミの話題とならない日がな

しミ状況になっています。

事業所においても、ご、み処理に

苦慮、されていることと存じますが、

このたび試行されたダイオキシン

類対策特別措置法では、て場また

は事業場に設置されている焼却炉

その他の施設について、新たに次

の条件に該当する場合は届出が義

務づけられる等、各種規制が強化

されしました。

O蟻却能力 5 0 kg/時以上

O火床面積 0.5凶以上

(とちらかの要件を満たす場合)

該当 す る 事 業 所 の 方 は 、 大洲保

健 所 ( 晋24-3165) へご連絡ぐた‘

さし、。

新刊構事長です
~長浜町立図書館~

著者

波辺淳←

南 和子

忍足煎希子

斉藤 栄

佐々木同広

岸 恵子
a.... ......... fu ...... * .. ~岨岨よ.

書名

。かりそめ
O暮らしの老いじたく

O女優志願

。運命の風連i明
。薮の久一

030年の物語

慣習胃空宮空耳宮古宮司者~

イクルされることになります。

年目も、引き続きJL.--)レを守った

正しいごみ出しを心がけ、子ども

たちにかけがえのない美しい地球

を引き継ぎましょう。

ぽこれだけは
守ってぐた、さしも!

①自分の地区の指定場所(ごみス

テーション)へ出す。

② 7種に;正しく分別して指定日に

出す。

③自分の出したごみに責任が持て

るよう指定袋には必ず名前を書〈。

④ぴん・缶・ベットボトル・発泡

スチロ←ルトレイなどの資源ごみ

は、リサイクル率を高めるために、

必ず水洗いをする。

4 

で
(
国
仲
誠
・
保
内
町
)
紙
ふ
一

う
せ
ん
(
大
塚
健
二
・
芥
川
県
)
一

一

佳

作

〕

一

豊
年
踊
り
(
井
上
昭
・
松
山
市
)
一

秋
光
(
高
額
賀
綾
太
郎
・
川
内
一

町
)
白
滝
紅
葉
(
高
橋
一
草
夫
・
一

松
山
市
)
秋
に
き
ら
め
い
て
一

(
今
井
淳
一
・
松
山
市
)
子
供
一

み
こ
し
(
高
橋
輝
行
・
伊
予
三
一

島
市
)
微
笑
(
西
山
勇
・
砥
部
一

町
て
九
九
晩
秋
の
滝
(
末
光
則
一

夫
・
松
山
市
)
ま
つ
り
の
円
一

(
久
保
正
古

-
K
老
松
)
山
滝
一

(
阿
部
善
朗
・
松
山
市
)
視
線
一

(
黒
川
勝
彦
・
西
条
市
)

推
薦
に
大
久
保
さ
ん
(
八
幡
浜
市
)

自
漕
も
み
じ
ま
っ
明
嘩
影
会

十
一
月
二
十
一
日
に
実
施
さ
れ
た
「
白
滝
も
み
じ
ま
つ
り
撮

影
会
」
の
審
査
会
が
、
一
月
十
一
日
に
白
滝
公
民
館
で
行
わ
れ
、

六
十
三
人
(
百
七
十
八
点
)
の
中
か
ら
次
の
一
一
十
三
点
が
入
賞

し

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

空き缶などは水洗いをお願いします



属品企館だよd
第5回春の山野草展

恒例となった山野草展。見る者

ぴれしを安らげてくれる各種山野草

や、えびねなど約200鉢が展示さ

れます。ぜひご鑑賞ください。

【期間] 3月21日-26U (午前 9

時-'T後 5時)

[J品所]ふれあい会館ギャラリー

詰:;:~::?~:::羽詰軍務童話語菰謡拐詩型~:;:;:;:~:;-:~:読臨調混誼誼誼器商話顕路3

j平成12年度国定資産
課税台暢の縦覧について

4月 3日から 20日まで(無料)

向場税務課では、あなたの土地

や家屋などの資料 (1尚定資産課税

タトの車種にういては、軽自動車協

会 ま た は陸注文川で存続きをして

ください。

【原付なとを他人に譲る場合]

新-旧そオLぞれの所有者の印鑑

を持参のうえ、名表変更の手主主き

をしてくださいの J';3け出がないと、

IH所有者 に 課 税 さ れ ふ こ と に な り

ます。

【原付などの車体を変更する場合】

新しい車体番号を確認のうえ、

車体変更の手続きをしてください0

~I\け出がないと、同賠責保険の変

yiができません。

【原付などを廃車にする場合】

ナンバープレートと印鑑をJ寺参

めろえ、廃車の手続きをしてくだ、

さしミ。(車至白昼b 申:干~~ (，こは、 月号寄り課

7与11I長)を 4月 3けから 4月20日ま li~:UIj I支がありませんので、廃車の

での期間(午前 8時30分 か ら 午 後 手続きが 1I::::!でも過ぎると、 1年

5時まで)燕料でお見せします。 分の税金が課税されます)

(ただし、土曜日-日曜日は縦覧 【原付なとの所有者が死亡した場合】

できません。) 乞T義変更か、鹿市の手続きをし

平成11年中 に、家出の新・増築 てくださしミ。

や取り壊しをした人、または、土 Eナ ン バープレートを紛失又は廃

地・家尾の相続、贈与ー売買など 棄した場合1

で所有権の変わった人は、資産が 事杭を詳しく説明できる人が印

間 違いなく登録さ れているか、こ 鑑 を 持 参のうえ、税務課までおこ

の機会にぜ、ひ確認をしましょう〉 しください。

※縦覧の際には 、 必 ず 印 鑑 を ご 持 E転入・転出の場合]

参ください。 転入した人で、 i也市町村のナシ

その他詳し〈は、役場税務課固 パ ー プ レートがある場合はそれを

定資産税係 (52-1111<内 持参し、 長浜町のナンパ←プレ一

線 2 2 >圃欄 20 4 1 )までお問 トを受け取る手続きをしてくださ

い合わせぐださい。

t止円刊吋~可可可:::巧:::::努EFF宅守:~:~溺吋萌揖母担儲直t綬世3品&在由2 出':::担J在5帥~~::宮制杭:::::坦翌芯J士掛詑肱挺語詰謹昌佐艶主':;:l目詰;F作軽醐自動車などの
廃車手続きを忘れずに

軽自動車税は、/今I"t午lド三 4月 1日」

在でで、の所有三名者ι伝-に課税されま寸 O 新

たに所有者にな っ た 人 や 所 有 者 で

し， (この場合、印鑑・車名・辛

体造二号などが必要です)

転出する際には、ナンバープレー

トを町へ返却し、新住所地で新た

に受け取ってください。

【盗難にあった場合】

まず、警察へ盗難届を提出し、

なくなった人な ど は 、 早 め に 子 続 その証明告と印鑑を持参のうえ、

きをしてください ο 税務課へおこしくどさい。

原動機イ寸自転卓(総排気量が l ※その他詳し〈は、役場税務課

乙 5cc以下)と小説特殊自動車に (52-1111く内線 2 2 > . 

ついては、役場税務課へ、それ以 停電i)2041) までお問い合わせ〈

口一一

ださい。

認す屯世話語諒話器話器詑荘園可在在~~:::::::::ぐ:::::~J諸掠話持持梓砕t:::;:;到ヰ・ 3回

議長浜町在宅介護支撮セシ
襲ターの覆間闘休自におけ
量る相談受付について

在宅高齢者の介詫についてのご、

相談は、長浜岡J在"(:;介護支援セン

ター(沖浦 .12浜町高齢者コミ L

ニティセンター内)でお受けし て

おりますが、夜間及ひ休日は 、石

村病院に受付を委託しており ます

ので、石村病院(長浜町大字 長浜

甲176:告52-0275) へご連絡 く た

さし、。

箇滋描そ:::;:~おE設関関翻醐醐錨m蕗麗::~~~ill~~:;:;蝿抵趨

霊長浜大卒喬(赤橋)
語 通有止め等の延期の

お知らせ

~赤橋保全対築工事のため~

昨午から、長浜町のシンボ、ルと

して皆ちんに親しまれている「赤

橋」の繍修工事を行っていますが、

調査の結果、開閉部の機械及 [y開

械支持部材σ〉担傷が苦しく、早急

な取り替えき;を行う必要があるこ

と7うてわかりました。

このため、当初 3月ょには工事

完了予定でありましたが、追加の

補修工事に伴い、 4月以降も 車両

の片側交互通行、資材「の積み降ろ

し批去等によ之〉 時 (1勺な通行止め

(人・白転車は除く)が生じる 子

定です一。

引き続しミての通行制限で何かと

ご

さんのごご、理角午とこt協t必品 y刀1をお願いい

たします。

I期間::1 4 月上旬~9 月末日まで

の予定です。

【お問い合わせ】大洲土木事務所

(宮24-5121) まで。

保全工事が行われている赤橋



長浜関寵謁券の
公開抽選会を行います

と き 3月以iは l臼)正午(

口ところ 岡Jlくの広場

両 品 券 抽 選 長 のNu.X X Xー によっ

て次の賞品が当たります。

1与 30，000円分商品券(3本)

2等 10，000円分商品券(9本)

3等 2 ， 000~[J 分商品券 (360;2ト)

引き替え期間 4 月 1 日 ~5 月 31 日
d喜脅哩贋房a

fTF 

で

長浜町民間王会

A

二
月
二
十
六
は
(
日
)
、

J

R
阿
国

三
一
主
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
し
お
か

ぜ
ウ
ォ

i
ク
な
の
は
な
大
会
」
が
、
伊

予
仁
灘
駅
j
長
浜
駅
の
、
約
十
六
回
の

区
聞
で
実
施
主
れ
ま
す
。

.
，
の
大
会
は
、
予
讃
線
(
海
岸
川
り

、J

」
線
」
の
一
桁
性
化
と
鉄
道
へ
の
盟
僻

を
深
め
て
も
ら
お
、
っ
と

J
R
四
国
が
企

両
し
た
も
の
で
、
当
円
は
、
珍
し
い
ト

ロ
ッ
コ
列
車
な
ど
が
沿
線
の
平
常
時
ダ

イ
ヤ
に
へ
一
円
わ
寸
て
数
回
運
行
さ
れ
る
と

と
も
に
、
長
浜
町
・
双
海
町
の
弁
会
場

で
は
、
大
洲
市
・
保
内
町
も
参
加
し
て

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

』
子
に
、
到
生
省
地
で
あ
る
長
一
訳
一
町
で
ほ
、

応
体
』
沿
道
の
ん
f

均
し
お
さ
い
市
で
巴
・

海
産
物
取
売
を
は
じ
め
、
閉
会
式
の
行

わ
れ
る
町
民
の
広
場
で
は
、
海
・
山
の

よ
平
な
ど
の
物
産
展
や
豊
年
陥
り
の
上
演
、

あ
ら
し
太
鼓
の
演
奏
な
ど
で
、
参
加
者

を
温
か
く
歓
迎
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
9

9

、
た
、
刷
会
場
で
は
、
昨
年
末
に
発

ミ

C

行
し
た
「
長
浜
町
商
品
券
」
の
お

楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
気
軒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
c

亡
お
、
「
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク
な
の

尤
J
な
ト
へ
ん
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

J
R
松
山
駅
(
宮
口
八
九
l
九
四
五

二
六
二
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

金

和
入
時

ミ争

務
官

能
こ
ん
な
と
き
、

こ
ん
な
年
金

ふ
め
れ
ほ

1
V

元
気
忙
い
っ
た

フ
台
の
人
町

ミ主六¥ ， 、

合作干、

当主
事貰
民
主

-6 

。生
前

い
つ
に
な
併
時
代

k
ハ
ゥ
之
い
モ



才一

畠本審再発見曹各自震

「伊
重複亙完

'唖轟轟;

測量・]也図の歴史の中で、

世界的に見ても偉大な業漬を

残した伊能忠敬iJ{、代が国で

近代測量を始めてから 200

年になります口

これを記念して、朝日新聞

社などの主催により PI勺友の

伊能巴、敬、什本を歩こう J と

題して、全国を 1 万klll~)、上も

実際に歩くという内オークイ

ベントが昨年 1月から本格的

に始まっていますが、このた

び¥ この「イ非自信ウオーク|琢」

が長浜町を通過することにな

りまし犬二。

ウオーク隊は、 1月 27日

にタ寸坂を，，+，，3j主、 4月 5日にf呆
内 町 を 経 巾 し て 長 浜IIIJに到着

しま寸。

E圃-

一
年
か
汁
舎
一

の
旅

踏

ニ
十
一
世
紀
を
元
気
に
迎
え
よ
う

日
分
的
見
と
目
で

μ
本
を
梓
か
め
る

「
旅
」
。
自
然
の
合
児
、
人
と
の
出
会
い

と
一
詰
ら
い
i
o

長
浜
町
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
位
康
づ
く
り

と
あ
わ
せ
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
皆
さ

ん
に
長
浜
町
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と

A

」

O
O
一
年
ま
で
全
国
都
道
府
県
を

↑
一
昨
破
す
る
「
伊
能
ウ
ォ

l
ク
」
が

一
一
月
一
十
七
日
大
阪
を
出
発
し
ま
し
た
c

二
O
O年
の
時
を
越
え
て
、
先
述
の
足

跡
を
た
ど
る
列
島
一
同
の
ウ
オ
ー
ク
は
、

つ時

手足のくまさ λ

3目2由。宅事

長浜高校美術音1，

す

る

計

両

町

民

の

皆

さ

ん

の

ご

協
汀
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
お
、
実
行
委
員
会
事
時
四
局
で
は
、

だ
伊
能
ウ
ォ

1
ク
隊
と
一
的
に
町
内

を
歩
く
地
元
参
加
汗
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
戸
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
c

〔
期
自
〕
四
月
六
日
(
木
)
午
前
八
時

出
話
(
雨
天
決
行
)

〔
集
合
場
所
及
び
時
刻
a

受
付
]
長
浜

町
体
育
問
ド
ヘ
ホ
ー
ル
へ
午
前
七
時
三
十

分
ま
?
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
海
市

婦
に
沿
っ
て
歩
き
、
人
寸
坊
し
お
き
い
ん
ム

問
で
昼
食
・
休
思
後
、
伊
炉
、
γ
巾
出
所
ま

で
伝
き
ま
す
。
休
憩
後
解
散
。
(
帰
り

の
交
辿
手
段
に
つ
い
て
は
、
各
向
で
ご

山
山
氏
く
だ
さ
い
。
)

【
参
加
費
}
一
人
五
一
r
H
円
。
(
完
歩
託
、

ゼ
ッ
ケ
ン
、
バ
ッ
ジ
、
保
険
料
)
勺
け
、

受
付
に
持
参
し
て
く
だ

3
い。

〔
参
加
中
し
込
み
〕
参
加
希
望
者
は
、

二
一
リ
て
十
一
日
(
火
)
ま
で
に
役
場
連

栴
所
、
ふ
れ
あ
い
会
断
、
ま
た
は
社
会

教
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
三
一
ぃ
。

〔
そ
の
他
聞
お
問
い
合
わ
せ
〕
弁
当
・

お
茶
は
h
k
H
U
ご
持
参
く
疋
さ
い
。
な
お
、

詳
し
く
は
、
教
行
委
員
会
社
会
教
育
課

「
冠
五
一
一
一
一
一
今
・
府
一
一
一
六
ム

J

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



出
海
に
イ
ラ
ス
ト
観
光
マ
ッ
プ

ー
出
海
小
児
童
ら
が
製
作
1

-

e

の
た
び
、
出
海
の
お
い
で
屋
横
の

、
」
国
道
沿
い
に
、
町
内
観
光
案
内
板

が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
出
海
小
学
校
の
児
童
が
、

休
み
時
間
や
放
課
後
を
利
用
し
て
約
一

か
月
を
か
け
て
描
画
し
た
も
の
で
、
高

さ
一
・
六
い
じ
、
幅
一
一
・
二
村
川
。
主
に

出
海
j
長
浜
地
区
を
中
心
に
、
楽
し
い

イ
ラ
ス
ト
で
町
内
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、
「
細
か
い
色
付
け

が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
で
き
あ

が
っ
て
よ
か
っ
た
。
」
と
、
完
成
し
た

マ
ッ
プ
を
前
に
、
誇
ら
し
げ
な
様
子
で

笑
み
を
こ
ほ
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
I
ツ
に
挑
戦
!

ー
長
浜
高
齢
者
学
級
1

ム
月
二
十
一
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

一
第
四
団
長
浜
高
齢
者
学
級
(
島
田

梅
次
郎
学
級
長
)
が
開
催
さ
れ
、
約
五

十
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
i
ツ
で
楽
し
も
う
!
」

~ 

」与{h:@

を
テ
l
マ
に
行
わ
れ
た
今
同
の
学
級
。

参
加
者
は
、

N
H
K
の
「
み
ん
な
の
体

操
」
で
軽
く
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
五
人

一
組
に
な
っ
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
形
式
の

「
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
と
デ
ィ
ス

ク
を
滑
ら
せ
て
得
点

区
画
に
止
め
る
「
シ
ヤ

フ
ル
ボ

i
ド
」
と
い

う
二
つ
の
競
技
を
楽

し
そ
う
に
体
験
し
て

い
た
。

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
参
加
者

平
成
村
年
産
長
浜
間
間
和
教
蕎
研
究
大
会

ー
町
民
一
人
ひ
と
り
ガ

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

実
践
で
き
る
生
活
態
度
を
確
立
し
よ
う
j

完成したマップの前で…

A

」
月
五
円
、
町
体
育
館
大
ホ

I
ル
で

一
一
平
成
十
一
年
度
長
浜
町
同
和
教
育

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
教
育
、

事
業
所
、
各
種
州
体
の
関
係
者
ら
約
三

百
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
町
の
同
和
教
育
の
歩

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
推
進

上
の
問
題
を
把
握
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
強
力
に
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
同
和

問
題
解
決
へ
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
、

展
望
あ
る
同
和
教
育
の
推
進
を
図
ろ
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
で
は
、
長
浜
中
学
校
の
生
徒
と

職
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
「
と
も
だ
ち
つ長浜中学校生徒の皆さんによる人権劇

て
な
に
つ
」
と
題
し
た
人
権
劇
が
上
演

さ
れ
た
後
、
作
家
で
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の

川
元
祥
一
先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

マ
人
権
劇
ム

長
浜
中
学
校
の
人
権
委
員
会
の
生
徒

ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
脚
本
手
つ
く
り
か

ら
出
演
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
の
学
校
生
活
の
巾
で
、
や
や
も

す
れ
ば
無
意
識
の
う
ち
に
も
起
こ
り
う

る
「
い
じ
め
」
に
焦
点
を
当
て
、
い
じ

め
る
側
と
い
じ
め
ら
れ
る
側
、
そ
し
て

そ
れ
を
傍
観
し
て
い
る
者
:
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
微
妙
な
心
の
動
き
が
み
ご

と
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

上
演
後
は
、
出
演
者
を
は
じ
め
、
照

明
係
や
青
響
係
な
ど
、
こ
の
劇
に
携
わ
っ

た
全
て
の
生
徒
た
ち
か
ら
「
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
。
」

「
長
浜
町
を
い
じ
め
の
な
い
い
い
町
に

し
た
い
。
:
・
」
な
ど
、

L
L
演
を
終
え
て

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

マ

講

漬

ム

「
日
本
の
文
化
と
同
和
問
題
」

j
新

し
い
関
係
性
の
発
見
j
と
題
し
て
、
作

家
で
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
川
元
祥
一
先
生

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演を行う川元先生

← 8 

エ
ピ
ス
舞
や
ち
ょ
ん
が
れ
節
な
ど
の

伝
統
芸
能
と
同
和
地
区
と
の
関
係
や
、

杉
田
玄
白
の
業
積
と
さ
れ
る
解
体
新
書

と
被
差
別
者
の
技
術
と
の
関
係
な
ど
を

通
し
て
、
「
部
落
が
社
会
に
必
要
な
仕

事
を
す
る
た
め
に
そ
こ
に
作
ら
れ
、
被

差
別
者
が
地
域
全
体
の
た
め
に
働
い
て

い
た
こ
と
」
「
差
別
の
中
で
も
周
囲
の

人
た
ち
と
協
力
し
合
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
の
話
に
、

参
加
者
は
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た。マ
大
会
宣
言
ム

長
浜
町
同
和
教
育
協
議
会
理
事
の
宮

岡
民
子
さ
ん
に
よ
り
、
「
暮
ら
し
の
中

の
人
権
意
識
を
高
め
る
不
断
の
努
力
と

研
鑓
を
誓
い
、
一
切
の
差
別
を
許
さ
ず
、

明
る
く
住
み
よ
い
長
浜
町
の
実
現
に
つ

と
め
る
」
と
、
力
強
く
大
会
宣
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大会宣言を読み上げる富岡さん
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縄
張
り
を
競
ひ
し
市
に
初
時
雨

坂

咋

良

朝
霧
の
心
工
気
か
き
分
け
寒
山
手

波

辺

千

代

子

孫
連
れ
て
赤
い
悼
の
咲
く
道
を

遺
句
L

に
な
る
ん
局
、
水
恒

rr

神
市
山
肌
ぎ
落
と
す
ご
と
初
日
の
出

林

{

疋

子

三
千
年
踏
み
出
す
丘
は
傘
寿
な
り

柴

中

年

一
人
間
が
出
来
て
傘
寿
の
年
間
け
る

新

満

穂

正
月
の
客
は
茶
髪
の
孫
娘

坂

井

喜

久

子

事
始
天
地
無
用
の
荷
を
解
け
り
柴
の
朝
家
の
中
で
も
円
い
息

都

築

一

子

三

年

上

回

亜

呼

年
越
そ
ぼ
ホ
l
ク
で
す
、
る
一
才
児
咋
の
中
花
火
を
し
た
ら
お
こ
ら
れ
た

窪

美

恵

子

二

一

何

十

太

旧

光

介

山
怖
が
君
供
え
の
餅
を
曳
き
に
来
ウ
一
ω

冬
の
風
水
を
こ
お
ら
す
つ
め
た
い
な

小

問

カ

メ

f

三

年

大

野

裕

輝

二
千
年
内
う
如
く
ど
ん
ど
の
火
雪
の
朝
外
で
川
気
に
吉
台
戦

椋

間

静

子

二

一

年

森

川

村

聡

何
事
に
も
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
横
極
的
な
子
に
な
っ
て
一

ほ

し

い

と

思

い

召

さ

と

名

付

け

ま

し

た

。

一

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
み
ん
な
か
ム
一
安
さ
れ
る
人
に
な
っ

て

ほ

し

い

で

す

。

一

翻
鱒
麟
久
川
…
3
f
w
w
hし

一
一

湘
鯛
命
¥
、
…
及
川
糊
待
遇
響
竺
字
削
一

麟
議
輔
、
F

b
震
一
一
人
ぺ
糊
生
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額
九

j
F
吋

Ja制
時
ご
と
(
(
協
九
コ
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懇判明
γ

¥

ヘ

れ

よ

い

九

A
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P
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彰
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u

憲
一
q
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議

評

議
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方

;
J
Jぺ
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皿

機

僚

た

。
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P

J

綴

織

機

畿

守

川

白

川

目

爾
蝿
臨
関
概
略
ア

K

潔
議
滋
繍
締
結

ι汗
園

調
臨
調
醐
穂
町

i

h

弘

一

点

務

滋

与

問

↑

η
3

・

麟
翻
L

J

¥

i

J

?

?

綴繁一
i
一

数

枚

戸

ド

・

髄
警
器
機
淀
川
)
一
粒
子
一
一
¥
璽
間
一

変

γ
;
¥
j
a

怒

成

一

藤

丸

山

}

宏

一

恥

警

平

一

E
B臨
艦
電
車
(
寵
?
ふ
さ

i
;
;

一

E
I

(
父
日
千
平
さ
ん
・
母
H

浩
代
さ
ん
」

集

H

柴

小

学

校

H

るい

塁ちゃん

宅、

雪
の
朝
外
を
見
れ
ば
寒
そ
、
つ
だ

三

年

山

中

康

生

屋
根
見
る
と
き
ら
き
ら
輝
く
?
り
ら
か

な

四

年

泉

桃

恵

長
い
冬
早
く
終
わ
っ
て
春
よ
こ
い

同

咋

大

野

槙

師

川

北
風
が
降
ら
せ
て
く
れ
た
雪
の
王
一

四

年

合

川

幸

可

サ
ク
ラ
の
芳
枝
の
先
で
春
を
一
一
円
つ

川

午

坂

井

志

帆

寒
い
冬
マ
フ
ラ
ー
ま
い
て
温
か
い

同

年

徳

山

さ

や

え

H

酬
日
古
岡
田
…
友
さ
ん
ら
町
一

軸

5
宣

言

及

事

業

功

労

表

彰

1

糾

こ
の
は
ど
、
東
京
で
第
二
一
十
九
回
商

L
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
経
営
改

善
普
及
事
業
に
功
桔
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま

し

た

。

(

破

祢

略

)

〔
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
〕

。
位
員
功
労
者
:
-
U高
照
友
(
長
浜
町

商
工
会
長
)

{
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
〕

O
役
員
劫
労
者
:
・
津
出
龍
雄
(
長
浜
町

商
工
会
理
事
)
、
尾
上
稔
(
川
上
)

麟
畑
中
和
夫
さ
ん
ら
署
員
側

、
凶
炉

心糊馳吋…((l、
¥
、
公
民
館
活
動
の
功
績

1
糾

一
月
二
十
日
、
中
央
公
民
間
℃
開
催

さ
れ
た
第
一

U
長
浜
町
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
大
会
の
席
上
、
公
民
館

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
万
々
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
心
ゎ

(
敬
称
略
)

〔
特
別
功
労
者
感
謝
状
]

畑
中
和
犬
一
山
山
海
)

{
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
】

山
本
町
明
(
櫛
兇
二
川
脹
井
友
家
(
出

海
)
、
三
浦
直
重
(
豊
茂
)
、
菊
地
利
川

(
豊
茂
一
一
、
沖
江
行
重
(
沖
浦
)

[
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

感
謝
状
】

坂
川
信
也
(
櫛
生
)
、
十
U

森
ヱ
ミ
コ

(
沖
浦
)
、
今
西
ト
ラ
子
(
沖
浦
)
、
佐

藤
君
江
(
戒
川
)

川
町
今
年
も
出
ま
し
た
料

摘
み
ご
と
一
等
当
選
州

戦
ー
お
年
玉
付
き
年
貨
は
が
き
1

鮮

恒
例
の
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
で
、

長
浜
の
楠
日
一
和
夫
さ
ん
(
内
八
)
が
み

ご
と
今
日
す
に
当
選
し
、
二
月
七
川
、
伊

予
長
浜
郵
便
局
ヘ
上
中
靖
則
同
長
)
で

当
選
賞
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
町
に
よ
る
と
、
一
等
の
当
理
確
か
下

は

μ
ト
万
枚
に
一
枚
の
確
ネ
で
、
昨
年

に
川
き
続
き
当
町
か
ら
一
等
当
選
討
が

出
お
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
と
り
」
と
。

五
点
の
貨
品
の
中
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
を
活
ば
れ
た
稲
垣
さ
ん
は
、

「
初
め
て
の
こ
と
で
ぴ
つ
く
り
し
ま
し

た
。
新
年
早
々
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
っ
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

圃"乎骨返舎咽墨盛整基..# 臨島竺口選手参 B 電弘 冒

も吋是認轟塾、込，.. 孟鱈‘'啓 E

「長浜高校の職員Jを名乗る不審電言置が続出しています
長 浜 高 校 の 同溶性交j伝へ、「長浜lLJj授の職員の寺7，前(偽名)を使い、同窓、生

ω住所ー電話番号などを閉し、てくる」とし寸不容な7電話が7う叶、って三ていると

いう↑肖限フうず入っていま j

電話 を J 乏lすられた方が不I1手lこ思い、相干の連絡先などを戸川、ただすと電話が

切れた 1)、後で学校に 11けし、わせると偽?アIだったりするー・公どの事例が多数発

生しているようです。

もし、こうした不審電話がかかっえときは、「後 C返事をしますので連絡先ー
氏名を教えてくどさい。」と、 手段:4請を七J)って勺吋交に連絡・確認そしてくだ
さしミ。

賞品を受けられる稲垣さん

~長浜高等学校~

9 



(，fi)岸本印刷印刷平成12年 3月 1日発行平成12年 3月号広報ながはま

阪神・淡路大震災で
被災された方にお知らせします

被災者自立支援金の申請期限は、

平成12年4月28日(金)までです
0被災者自立支援金とは、 1日も早く生きがし、のある生活を再建で

きるよう 、一定の要件を満たす被災世帯に対して支援金を支給する

制 度 です。

O支 給額は、複数世帯120万円-50万 円、 単身世帯90万 円 -37万 5千

円 。 (住民税〈所得割〉または所得税が非課税の高齢者世帯などに

ついて、他市町 〈神戸市は 5ブ ロ ックに区分

〉へ移転した場 合、30万円か25万円 を加 算 。)

※締 切日を過ぎますと 、 申請できませんので

ご注意ください。

※申請用紙の詰求 ・お 問 い 合 わ せ は 、 り 災 証

明 書 の発行を受けた市町の担当課まで、。

詳 しくは、 側阪神-淡路大震災復興基金

(兵庫県生活復興推進課:ft078 -362 -4022) 

まで。
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1
月
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分
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氏
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節
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旬
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双
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二敬敬

出沖沖白白長
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田 井本田崎

-10-

大白砥今松長大沖
洲 部 山 洲
市滝町坊市浜市浦

千昌

キ公中

田上 向水山西

中

ム
メ
コ
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八
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)

圭
A
郎
(
七
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)

義
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(
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二
)

利
詩
美
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八
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八
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エ
ミ
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名
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長
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槙
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長

浜
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辺

お
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や
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1
月
届
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分

(敬
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)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

く
る
み

白

滝
長

浜

長

浜

白

滝
黒

田

白

滝
下
須
戒

下
須
戒

白

滝

神 鎌武曾 山 富矢田叶

田根本永野洲本

フ
ジ
ヱ
(
七
六
)

ミ
チ
子
(
七
三
)

ヤ
ス
ヱ
(
七
八
)

恒
幸
(
六
七
)

フ
ジ
ヱ
(
八
八
)

栄
(
九
二
)

ミ
キ
ヱ
(
八
五
)

春

代

(九
三
)

秀
雄
(
八
五
)

人口・世帯数のうごき

1月末現在 前月との比較

9，923人 12人 減

人 口 (男 4，680人) (男 4人減)
女 5，243入 女 8人 減

世帯数 3，621世 帯 9世帯減

田1..lJ 

暦にはあまり |調心 のない生活者

だが、ふと高島易断所編纂の「暮

らしのこよみ」を手にした。 平成

12年は辰年とあって、 表 紙 に は 辰

の長会馬カ苛rr椅Eの干支に吊されてし、る。

龍は古くから世界各地の神話 ・

伝説に語られており、 し寸 2れも蛇 ・

獅 子 ・烏を組み合わせて作られた

想像よの動物で神 秘 的 な 力 が 認 め

られ、また種々 の 性 格 が 与 え ら れ

てきた。 ヨー ロ ッ パ で は 悪 -暗黒

の形象化 された も の が 多 い が 、 東

洋では水・雨と関連して神格化さ

れたものが多い。 仏 教では蛇に似

た鬼神 で 雲 や雨を 変化 さ せ る 力 を

持つとされた。 日本世紀や古事記

にも現れ、海神・水ヰrl1として神聖

イヒ さ~1_た 。 宵包にも主芸音包 ・悪玉宵包カさあ

り、善龍は仏法 に帰依した人を守

り、甘雨を降らせ五穀の実を助け

るとされた。 仏法 に 帰 依 す る こ と

の大切さを教えたのであろう 。

3月20日は春分の日で彼岸の中

日。墓参を欠かさず祖先の崇拝を

忘れないでほしし、。そ れ に し て も 、

太陽の黄道上の位 置 に よ っ て 定 め

た陰暦上の時期は、 5日を 1候と

し 3候を 1節気とし、 1年を24節

気に分ける 。 春 -夏 -秋 ・冬は各

6節気よりなり、春は立春 -雨水 -

啓艶 ・春分 -清明・穀雨の 6節気

よりなる 。 立春 -啓霊登 -春分は俳

句の季語ともな り 、季節の!副首を

句に詠じるのも 一 興 。 「啓訟の土
ペ2 又::t.I・"しゅdょ今

著けて蛾|湖へり 」鷹羽狩行の名句。

地虫が冬眠から 覚 め て 喧 嘩 を し て

い る の か ? 明 るい世界に 出た喜び

合いだろうか ?我々でも電燈のな

い頃の生活の不イ更さはいやという

ほと1未わっ た 。 今は電気万能の世

の中とあって、生活の様相は一変

した。 宇宙旅行もそう遠くはある

まし、。

3月 25日は電気記念日 。 1912年

(大正元年)には 長 浜 -大和 ・出

海・櫛生に、 1921年(大正10年)

には盆茂、 1922年(大正11年)に

は戒川 、 1924年(大正13年)には

喜多灘、 1971年( 昭 和46年) 8月

27日には、青島に一 般電燈が終日

ともった。


